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問題 

次の文章は、政治学者である井上
いのうえ

寿一
としかず

さんが、国際社会における日本について述べたも
のです。文章を読み、あとの問いに答えなさい。 

 
日本はどんどん若年人口が減って超高齢化社会になっていく。そんな状況でも私たちが

思っている以上に、世界は日本に関心があります。 
たとえば日本語を学ぶ世界の人は毎年増えています。外国の人からすれば、ひらがな、カ

タカナ、漢字と三つも文字がある日本語は難しいのではないか、と日本人は思っているのに
意外ですよね。二〇一五年時点で三百五万人弱、百三十七ヵ国で日本語が学ばれています。 
彼らが日本語を学ぶのは日本に関心があって、日本語でコミュニケーションをとりたい

からです。茶道や華道、能、空手、柔道など古くからの伝統や文化だけでなく、漫画やアニ
メ、J-POPへの強い関心から日本語を学ぶ人が多くいます。 
このように日本の文化に興味を持つ人がいるのは大切なことです。国が国を動かすとき

に使う主な力には、軍事力や政治力、あるいは経済力があります。この力を「ハードパワー」
と呼ぶとしましょう。対して国を動かす際の「ソフトパワー」とは、その国の文化や芸術と
いった魅力です。その国が持っている魅力に惹きつけられて、友好関係をつくっていくこと
ができます。このソフトパワーを持っていることが、これから重要になっていくのです。そ
のことを前提に、世界の主だった地域と日本の関係をみていきます。 
いまヨーロッパは移民問題で揺れています。一九八〇年代のイギリスには、あきらかに東

洋人の私がイギリス人から道を尋ねられるほどに、さまざまな肌の色の人が当たり前に生
活していました。そのくらい移民に寛容でした。しかしその後、移民がイギリス人の生活を
圧迫しているといわれるようになってからは、イギリスは EU 離脱、移民受け入れの抑制へ
と舵を切りました。 
とくに福祉先進国の北欧の国々では、宗教や文化の摩擦も大きくなっています。北欧では

夫婦共働きで、二人で稼いだうちの半分くらいが税金で、福祉などに使われます。そこに中
東のイスラム教家族がやってきて、妻は働かずに家にいる。イスラム教では女の人は働いて
はいけないからです。すると北欧の人たちは「自分たちは倍稼いで多額の税金を払っている
のに、隣の家はうちと同じレベルの福祉を受けている」と移民に対する不満が大きくなって
います。 
このような文化摩擦は日本とはまったく無縁な問題なのか。そうではありません。すでに

日本にも多くの外国人労働者がいます。人手不足を補うために、低賃金かつ過酷な労働環境
で働く外国人労働者はこれからもっと増えると考えられていますから、いずれ日本もヨー
ロッパで起きている宗教的、文化的な摩擦に直面するでしょう。そういうことを考えていか
なければならないのです。（中略） 
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日本は歴史的にみて非西洋世界にある国です。しかしそのなかで最初に近代化に成功し、
西洋の国々と価値観を共有している非常にユニークな国でもあります。いまや国際社会に
おいて民主主義という価値は自明とは思われなくなりました。「民主主義は後回しでいいか
ら手っ取り早く経済的に豊かになりたい」という国もあります。そういうなかにあって日本
は、自由、民主主義、法の支配という価値を大事にしつつ近代化をしていまがある。そのこ
とを他の国々にメッセージとして伝えることができるのではないでしょうか。 
だからこそ「日本は先進民主主義国として国際的な責任をこれからも背負っていく」とい

うことを世界にアピールする必要があります。その方法としては世界経済で何位かという
ことは気にせず、ソフトパワーを持つ日本として世界から評価されることを目指していく
べきではないでしょうか。 

もうひとつ、事実として日本はもう多民族国家なわけです。多民族が同じ日本という国の
なかで共存していくためにはどうしたらいいのか。これは綺麗事

き れ い ご と
ではありません。大変な

ことだと思います。 
ある民族がある民族であるがゆえにダメだ、ということはありえないと思います。日本民

族といっても立派な人もいれば犯罪者もいる。それを 十
じっ
把一
ぱ ひ と

絡
から
げにすることができない

のと同じで、他民族にもさまざまな人がいる。日本はその点で、もっとヨーロッパの経験を
学んだほうがいい。そういう相互理解が深まっていく必要があると思います。 
このように「日本が世界の国々と同じ問題を抱えている」ということを考えると「世界の

問題を解決することは、日本の問題を解決することでもあるんだ」といつも考えておいても
らえればと思います。 

（井上寿一「世界は日本をどう見ているのか」による・一部省略がある） 
 
 
問１ 井上さんの主張を３００字以内で要約しなさい。 
 
問２ 井上さんの主張に対するあなたの意見を、３００字以内で述べなさい。 
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